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CL/QLシリーズV5.1追補マニュアル
この追補マニュアルでは、CL5/CL3/CL1およびQL5/QL1ファームウェアV5.1 で追加 /変更された機能を中心に説明します。
CL5/CL3/CL1およびQL5/QL1取扱説明書、リファレンスマニュアルと併せてご利用ください。

NOTE
･ この追補マニュアルでは、CL5 で説明をしています。
･ CL3/CL1 またはQL5/QL1 の場合、画面によってその機種にないチャンネルやフェーダーは表示されません。
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I/O デバイスと外部ヘッドアンプ

 V5.1 追補マニュアル

ート操作する
が追加されました。
チチャンネル I/O ボード
 シグナルプロセッサー

ジ）

ム電源のオン / オフ状態を表示します。

を表示します。この画面は表示のみで、値を変更することはできま

ーのオン / オフ状態を表示します。

ケーター
表示します。 

ター
ォメーションの各メッセージを表示します。

数の多い機器を選択しているときに表示されます。押すと
ます。
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I/O デバイスと外部ヘッドアンプ
サードパーティおよびNEXO、ヤマハ製品のデジタルワイヤレスレシーバーやプロセッサーなどの
Dante デバイスに対応しました。
・ Sony DWR-R03D DWX デジタルワイヤレスレシーバー
・ Stagetec NEXUS(XDIP) マルチチャンネル I/O ボード
・ NEXO NXAMPmk2パワードTDコントローラー
・ Yamaha DZR-D シリーズ パワードラウドスピーカー

DXS XLF-D シリーズ パワードサブウーファー
MRX/MTXシリーズ シグナルプロセッサー

サポートデバイスの追加
DANTE SETUP 画面のDEVICE MOUNT ページにてマウントできます。

リモートコントロールできるデバイスにはインジケーター（ ）が表示されます。
NXAMPmk2はDante カード（NXDT104mk2）にてリモートコントロール対応しています。

外部ヘッドアンプをリモ
HAリモートコントロールできる製品
・ Stagetec NEXUS(XDIP) マル
・ Yamaha MRX/MTXシリーズ

I/O DEVICE 画面（I/Oペー

1 +48V インジケーター
ポートごとの+48V ファンタ

2 GAIN ノブ
I/O デバイスのHA のゲイン量
せん。

3 HPF インジケーター
ポートごとのハイパスフィルタ

4 コントロールステータスインジ
デバイスのコントロール状態を

5 SYSTEM/SYNC インジケー
Dante のエラー/ 警告 / インフ

6 OUTPUT PATCH ボタン
I/O デバイスとしてチャンネル
OUTPUT PATCH 画面を開き

1

2

3
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 V5.1 追補マニュアル

トロールするには下記の設定が必要です。

ールするにはネットワークの設定が必要です。詳細はStagetec
ウェブサイトをご参照ください。
ト設定内容を有効にするには、NEXUSにて XDIP の内部ルー
。

ditor をインストールする。

ドに沿ってMTX/MRXシリーズとMTX-MRX Editor を接続す

ューにあるRemote ControlダイアログでRemote(RS-232C)
。

 画面 (FOR DEVICE CONTROL ページ ) のサブネットをMTX/
わせる。

ネントのため、MRX Designerを使用してANALOG INコンポー
4

I/O DEVICE  HA画面
I/O DEVICE 画面（I/O ページ）で、I/Oデバイスを選んで押すと表示されます。I/OデバイスのHA を
リモート操作できます。

■ Stagetec NEXUS(XDIP) の場合

1 +48V ボタン
チャンネルごとのファンタム電源のオン / オフを切り替えます。

2 GAIN ノブ
I/O デバイスのHA のゲイン量を表示します。値を調節するには、ノブを押して選択し、マルチ
ファンクションノブ (CLシリーズ ) または TOUCH AND TURNノブ (QL シリーズ ) を使いま
す。

NOTE
CL/QL シリーズよりも設定範囲が広い機器の場合は、CL/QL シリーズから設定できない値が
あります。同様に、接続した機器側で設定した値がCL/QL シリーズの設定範囲外の場合は、近
似値や限界値で表示されます。

3 FREQUENCY ノブ /HPF ボタン
I/O デバイスのHA に内蔵されているハイパスフィルターのオン / オフ切り替え、およびカット
オフ周波数の調節を行ないます。FREQUENCY ノブを押して選択すると、対応するマルチファン
クションノブ (CLシリーズ ) または TOUCH AND TURNノブ (QL シリーズ ) を使って調節で
きます。

NOTE
CL/QL シリーズと設定値の変化の仕方が異なる機器の場合は、カットオフ周波数が近似値で設
定されることがあります。

■ リモートコントロール設定
・ MTX/MRXシリーズ
MTX/MRXシリーズをリモートコン

・ Stagetec NEXUS(XDIP)
NEXUS(XDIP) をリモートコントロ
社へ問い合わせいただくか、あるいは
また、CL/QLシリーズからのリモー
ティングを正しく設定してください

1

2

3

手順

1. コンピューターにMTX-MRX E

2. MTX-MRX Editor ユーザーガイ
る。

3. MTX-MRX EditorのSytemメニ
BIT RATE：38400を設定する

4. CL/QLシリーズのNETWORK
MRXシリーズのサブネットと合

5. MRXシリーズはフリーコンポー
ネントを配置する。
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ー
バーロードになったときに点灯します。

態 ( オン / オフ ) を表示します。

表示します。縦軸が品質、横軸が時間を表しており、1 秒ごとに接
送信機から離れたり、妨害電波の影響でRF シグナルの品質が下が
。

ナルメーター
 シグナルのレベルを表示します。右側にはアクティブアンテナイ
アンテナが有効かを示します。RF シグナルメーターは、4 
 D のうち、最も強いレベルのものが表示されます。

ルレベル数値の関係については、DWR-R03Dのマニュアルをご参

残量を表示します。

ケーター
表示します。 

可能な状態になると、受信機側のパラメーター値がコンソール側

数が増加していくとメーターの更新頻度が低くなります。
5

ワイヤレス機器をリモート操作する
リモート操作できるワイヤレス製品が追加されました。
・ Sony DWR-R03D DWX デジタルワイヤレスレシーバー

I/O DEVICE 画面（WIRELESS ページ）

1 接続状況表示
送信機のコントロールが可能かどうかを表示します。

2 チャンネルネーム ( 送信機側 )
送信機側で設定したチャンネルネームが表示されます。

3 TX.ATT ノブ
送信機側で設定したゲイン量をノブで表示します。この画面では表示のみで、値は変更できませ
ん。

4 TX.ATT
送信機のゲイン量を表示します。

5 チャンネルネーム ( 受信機側 )
受信機側で設定したチャンネルネームが表示されます。

6 周波数
現在設定されているRF シグナルの周波数が表示されます。

7 オーディオレベルインジケータ
受信機の音声信号レベルがオー

8 MUTE インジケーター
受信機の音声信号のミュート状

9 シグナルクオリティーメーター
受信したRF シグナルの品質を
続状況の表示が更新されます。
るとバーグラフが低くなります

0 RF (Radio Frequency) シグ
表示されているバーの数でRF
ンジケーターが表示され、どの
Diversity モードのときはA ～

NOTE
バーの数と実際の RF シグナ
照ください。

A 電池インジケーター
表示されているバーの数で電池

B コントロールステータスインジ
デバイスのコントロール状態を

NOTE
･ 受信機側のコントロールが
に送信されます。
･ 同時にリモート操作する台

1
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ます。

表示します。縦軸が品質、横軸が時間を表しており、1 秒ごとに接
送信機から離れたり、妨害電波の影響でRF シグナルの品質が下が
。

ナルメーター
 シグナル (A/B チャンネル ) のレベルを表示します。
ンジケーターが表示され、どのアンテナが有効かを示します。
ersity モードのときはA ～ D のうち、最も強いレベルのものが表

ルレベル数値の関係については、DWR-R03Dのマニュアルをご参

残量を表示します。

示します。
ity Mode：off」と表示されます。

の入力信号がアサインされているポートを指定する画面に変わり
6

I/O DEVICE EDIT 画面
I/O DEVICE 画面（WIRELESS ページ）で、ワイヤレス機器を選んで押すと表示されます。チャンネル
ネームやゲインなどを設定します。

1 接続状況表示
送信機のコントロールが可能かどうかを表示します。

2 チャンネルネーム ( 送信機側 )
このボタンを押すと送信機側のチャンネルネームを設定するNAME 画面が表示されます。

3 TX.ATT ノブ
送信機のゲイン量を設定します。値を調節するには、ノブを押して選択し、マルチファンクション
ノブ (CLシリーズ )または TOUCH AND TURNノブ (QLシリーズ ) を使います。操作できな
い場合、ノブが表示されません。

4 TX.ATT
送信機のゲイン値を表示します。

5 チャンネルネーム ( 受信機側 )
このボタンを押すと受信機側のチャンネルネームを設定するNAME 画面が表示されます。
送信機側で設定したチャンネルネームが表示されます。

6 周波数
現在設定されているRF シグナルの周波数が表示されます。

7 RX.LEVEL レベルメーター
受信機の入力レベルを確認できます。

8 MUTE ボタン
受信機の音声信号をミュートし

9 シグナルクオリティーメーター
受信したRF シグナルの品質を
続状況の表示が更新されます。
るとバーグラフが低くなります

0 RF (Radio Frequency) シグ
表示されているバーの数でRF
右側にはアクティブアンテナイ
RF シグナルメーターは、4 Div
示されます。

NOTE
バーの数と実際の RF シグナ
照ください。

A 電池インジケーター
表示されているバーの数で電池

B Mode インジケーター
4 Diversity Mode の状態を表
動いていない場合は「4 Divers

C PORT ASSIGN タブ
タブを切り替えることで、実際
ます。

1
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I/O デバイスと外部ヘッドアンプ

 V5.1 追補マニュアル

態を表示します。

ケーター
表示します。

ター
7

AMPをリモート操作する
リモート操作できる製品が追加されました。
・ NEXO NXAMPmk2 パワードTDコントローラー
・ Yamaha DZR-D シリーズ　パワードラウドスピーカー

DXS XLF-D シリーズ　パワードサブウーファー

I/O DEVICE 画面（AMP ページ）

■ NEXO NXAMPmk2の場合

1 チャンネルネーム 
チャンネルネーム (NXAMPではスピーカープリセット名 ) が表示されます。

2 出力レベルメーター
Voltage（アンプ出力）とProtect（ゲインリダクション）のレベルが表示されます。

3 LIMIT ステータスインジケーター
電源やアンプ保護のためのリミッターがかかっている間、点灯します。

4 PROTECTステータスインジケーター
スピーカー保護のリミッターがかかっている間、点灯します。

5 VOLUME設定値
ボリュームを表示します。

6 MUTE インジケーター
現在設定されているミュート状

7 コントロールステータスインジ
デバイスのコントロール状態を

8 デバイスステータスインジケー
デバイスの状態を表示します。

1
2

4
3
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XO Setup の名称が表示されます。

ジョンが表示されます。

ジタル入力、両方の入力レベルが表示されます。

を切り替えます。

ルのミュート）のオン /オフを切り替えます。

されます。

ます。

ッターがかかっている間、点灯します。

かかっている間、点灯します。

オフを切り替えます。

はスピーカープリセット名）が表示されます。
8

I/O DEVICE EDIT 画面
I/O DEVICE 画面（AMPページ）で、I/Oデバイスを選んで押すと表示されます。アンプやスピーカー
をリモート操作できます。

■ NEXO NXAMPmk2の場合

1 STATUSインジケーター
デバイスの状態を表示します。

※ ALERT のインジケーター表示は緑と赤のみ。アラートが発生するとインジケーターが赤に変わり、画面下部
にアラート内容が表示されます。

2 SCENE
リコールされたシーン番号やタイトルが表示されます。

3 CABINET
NXAMPで選択されているNE

4 VERSION
デバイスのファームウェアバー

5 INPUT METER
入力しているアナログ入力、デ

6 STANDBYボタン
スタンバイモードのオン /オフ

7 OVERMUTEボタン
オーバーミュート（全チャンネ

8 出力レベルメーター
チャンネルの出力レベルが表示

9 VOLUME ノブ
チャンネルボリュームを設定し

0 LIMIT インジケーター
電源やアンプ保護のためのリミ

A PROTECTインジケーター
スピーカー保護のリミッターが

B MUTE ボタン
チャンネルのミュートのオン /

C チャンネルネーム 
チャンネルネーム（NXAMPで

ステータス インジケーター表示

OVERALL デバイスの総合的なステータス

緑：正常に動作しています
黄：障害を検知しました
橙：一時的に動作していません
赤：機能が復帰できない状態です

ALERT アラート

AMP 各アンプチャンネルの動作ステータス

PS 電源ユニットの動作ステータス

FAN 各 FANユニットの動作ステータス

9
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えます。

と距離（meter、feet）で表示します。

されます。

ッターがかかっている間、点灯します。

えます。

ABEL）が表示されます。
9

■ Yamaha DZR-Dシリーズ、DXS XLF-D シリーズの場合

1 PRESET
設定されたプリセット番号やタイトルが表示されます。

2 VERSION
デバイスのファームウェアバージョンが表示されます。

3 STATUSインジケーター
デバイスの状態を表示します。

※ ALERT のインジケーター表示は緑と赤のみ。アラートが発生するとインジケーターが赤に変わり、画面下部
にアラート内容が表示されます。

4 INPUT METER
入力しているアナログ入力、デジタル入力、両方の入力レベルが表示されます。

5 HPF ONボタン（DZR-Dシリーズのみ）
HPFのオン /オフを切り替えます。LPF の場合は非表示で常時オンになります。

6 HPF/LPF FREQUENCYノブ
DZR-D シリーズはHPF周波数、DXS XLF-D シリーズは LPF周波数を設定します。

7 EQ ONボタン
EQのオン /オフを切り替えます。

8 DELAY ONボタン
ディレイのオン /オフを切り替

9 DELAYノブ
ディレイタイムを設定します。

0 DELAY SCALE 
ディレイタイムを時間（TIME）

A 出力レベルメーター
スピーカーの出力レベルが表示

B MASTER LEVEL ノブ
出力レベルを設定します。

C LIMIT インジケーター
電源やアンプ保護のためのリミ

D MUTE ボタン
ミュートのオン /オフを切り替

E チャンネルネーム 
チャンネルネーム（DZRでは L

ステータス インジケーター表示

OVERALL デバイスの総合的なステータス
緑：正常に動作しています
黄：障害を検知しました
橙：一時的に動作していません
赤：機能が復帰できない状態です

ALERT アラート

AMP アンプチャンネルの動作ステータス

PS 電源ユニットの動作ステータス
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